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魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
釈

-
『
幽
明
録
』
　
(
一
)
　
-

『
幽
明
録
』
は
、
『
世
説
新
語
』
　
の
撰
者
と
し
て
有
名
な
劉
末

の
劉
義
慶
(
四
〇
三
-
四
四
四
)
の
手
に
な
る
。
劉
義
慶
の
伝
は
、

『
末
書
』
巻
五
一
「
宗
室
伝
」
、
『
南
史
』
巻
一
三
に
見
え
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
、
武
帝
劉
裕
の
中
弟
長
沙
王
劉
道
燐
の
次

男
と
し
て
、
東
晋
安
帝
の
元
興
二
年
　
(
四
〇
三
)
　
に
生
ま
れ
、
同

じ
少
弟
臨
川
王
劉
道
規
に
子
が
無
か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
継
ぎ
と

な
り
、
永
初
元
年
　
(
四
二
〇
)
　
に
臨
川
王
を
継
い
だ
と
い
う
。
幼

い
頃
か
ら
劉
裕
に
認
め
ら
れ
、
要
職
を
歴
任
し
、
元
嘉
二
一
年
　
(

四
四
四
)
　
に
四
十
二
歳
で
没
し
て
い
る
。
そ
の
文
学
活
動
に
つ
い

て
、
『
宋
書
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
(
『
南
史
』
も
ほ
ぼ
同
じ
)
。

鳥
性
簡
素
、
寡
嗜
欲
。
愛
好
文
義
、
才
詞
錐
不
多
、
然
足

鳥
宗
室
之
表
。
受
任
歴
藩
、
無
浮
淫
之
過
。
唯
晩
節
奉
養
沙

門
、
頗
致
費
損
。
少
善
騎
乗
、
及
長
以
世
路
顛
難
、
不
復
跨

馬
。
招
衆
文
學
之
士
、
近
遠
必
至
。
太
尉
蓑
淑
、
文
冠
昔
時
。

義
慶
在
江
州
、
諸
島
衛
軍
諮
議
参
軍
。
其
蝕
呉
郡
陸
展
、
東

海
何
長
瑜
、
飽
照
等
、
地
鳥
辞
章
之
美
。
引
烏
佐
史
國
臣
。

富
　
永

太
祖
奥
義
慶
書
、
常
加
意
掛
酌
。
(
性
た
る
こ
と
簡
素
に
し

て
、
嗜
欲
寡
し
。
文
義
を
愛
好
し
、
才
詞
多
か
ら
ず
と
錐
も
、

ふ

然
れ
ど
も
宗
室
の
表
た
る
に
足
る
。
任
を
受
け
藩
を
歴
る
も
、

浮
淫
の
過
無
し
。
唯
だ
晩
節
沙
門
を
奉
養
し
、
頗
る
費
損
を

致
す
。
少
き
よ
り
騎
乗
を
善
く
す
る
も
、
長
ず
る
に
及
び
世

ま
た
が

路
の
顛
難
を
以
て
、
復
た
馬
に
跨
ら
ず
。
文
学
の
士
を
招

あ
つ

き
衆
む
る
に
、
近
遠
必
ず
至
る
。
太
尉
蓑
淑
、
文
は
当
時
に

冠
た
り
。
義
慶
　
江
州
に
在
り
し
と
き
、
請
ひ
て
衛
軍
諮
議

参
軍
と
為
す
。
其
の
余
呉
郡
の
陸
展
、
東
海
の
何
長
偏
、

飽
照
等
、
並
び
に
辞
章
の
美
を
為
す
。
引
き
て
佐
史
国
臣
と

為
す
。
太
祖
義
慶
に
書
を
与
ふ
る
に
、
常
に
意
を
加
へ
て

掛
酌
す
。
)

劉
義
慶
が
、
文
学
を
愛
好
し
、
文
学
の
士
を
招
き
、
晩
年
に
は

仏
教
に
も
熱
心
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
江
州
に
い
た
と
き
に
は
、

『
徐
拙
先
賢
伝
』
十
巻
(
隋
志
は
「
徐
州
先
賢
伝
賛
九
巻
」
に
作
る
)

や
、
班
国
の
　
「
典
引
」
　
に
擬
し
て
　
「
典
叙
」
　
を
著
し
て
お
り
、
ま
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た
『
南
史
』
に
よ
る
と
、
「
著
す
所
の
『
世
説
』
十
巻
、
『
集
林
』

二
百
巻
(
隋
志
は
一
百
八
十
一
巻
に
作
る
)
　
を
撰
し
、
並
び
に
世
に

行
は
る
」
　
と
い
う
。
そ
の
他
、
『
江
左
名
士
伝
』
一
巻
　
(
隋
志
)
、

『
宣
験
記
』
十
三
巻
　
(
隋
志
)
、
『
宋
臨
川
王
義
慶
集
』
八
巻
(
隋

志
、
旧
唐
志
、
新
唐
志
)
　
な
ど
の
著
述
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
両
　
「
唐
志
」
　
に
は
、
劉
義
慶
撰
の
　
『
小
説
』
十

巻
を
著
録
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
他
書
に
記
載
が
無
く
、

『
世
説
』
十
巻
、
股
芸
『
小
説
』
十
巻
な
ど
と
の
混
乱
も
考
え
ら

れ
ハ
　
俄
に
は
判
断
し
が
た
い
。

『
幽
明
録
』
に
関
す
る
書
目
の
記
載
は
、

0
隋
志
　
(
史
部
雑
伝
)

0
旧
唐
志
　
(
史
部
雑
伝
)

0
新
唐
志
　
(
子
部
小
説
家
)

0
通
志

幽
明
録
二
十
巻
　
劉
義
慶
撰

幽
明
録
三
十
巻
　
劉
義
慶
撰

劉
義
慶
幽
明
録
三
十
巻

幽
明
録
二
十
巻
　
劉
義
慶
撰

(
両
　
r
唐
志
」
　
が
三
十
巻
に
作
る
こ
と
に
つ
い
て
、
厳
怒
垣
、
倖
惜
華
(

後
掲
論
文
)
は
伝
刻
の
謁
と
す
る
。
)

と
な
っ
て
い
て
、
宋
以
来
の
伝
承
過
程
は
不
明
で
あ
る
。
南
宋
・

洪
邁
　
(
一
一
二
三
-
一
二
〇
二
)
　
の
　
『
夷
堅
志
』
　
(
三
志
辛
序
)

に
も
、
「
『
幽
明
録
』
、
今
無
伝
干
世
∵
と
い
う
。
ま
た
、
明
の

『
汲
古
間
秘
本
書
目
』
に
『
幽
明
録
』
一
冊
を
著
録
す
る
(
後
述

の
清
・
胡
寵
　
「
幽
明
録
校
詣
」
)
。

輯
侠
書
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

0
南
宋
・
曹
怯
『
類
説
』
巻
一
一
　
六
話

0
明
・
陶
宗
儀
『
説
邪
』
巻
三
　
一
一
話

0
明
・
陶
更
『
重
較
説
邪
』
(
宛
香
山
堂
本
)
弓
一
一
七
　
一
一
話

0
明
・
礪
猶
龍
『
五
朝
小
説
』
　
一
一
話

0
清
・
王
仁
俊
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
補
編
』
　
一
話

0
清
・
胡
延
二
覆
述
古
堂
旧
抄
本
『
幽
明
録
』
一
巻
研
校
詭
一
巻

(
『
琳
琅
秘
室
叢
書
』
第
三
集
)
　
一
五
八
話

0
民
国
・
呉
曾
祓
『
旧
小
説
』
甲
集
一
七
話

0
民
国
一
五
年
掃
葉
山
房
刊
『
五
朝
小
説
大
観
』
　
一
一
話

こ
の
内
、
最
も
多
く
の
話
を
収
録
す
る
の
は
、
活
・
銭
曾
の
述

古
堂
旧
抄
本
　
(
也
是
園
蔵
本
)
　
を
胡
斑
が
復
刻
し
た
『
琳
琅
秘
宝

叢
書
』
本
で
あ
る
が
、
黄
杢
烈
の
後
政
、
胡
寵
の
校
壽
、
董
金
鑑

の
続
校
に
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
誤
字
脱
字
が
多
く
見
ら
れ
、

輯
本
と
し
て
は
甚
だ
不
完
全
な
も
の
で
あ
り
、
魯
迅
の
　
『
古
小
説

鈎
沈
』
本
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
い
。

魯
迅
の
　
『
古
小
説
釣
沈
』
本
は
、
類
書
を
博
捜
し
て
、
二
六
五

話
を
収
録
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
王
国
良
氏
は
、
合
併
で
き
る

話
、
『
幽
明
録
』
　
の
話
と
し
て
疑
わ
し
い
も
の
を
除
き
、
輯
侠
漏

れ
を
加
え
る
と
、
二
五
九
話
に
な
る
と
指
摘
す
る
　
(
『
六
朝
志
怪

小
説
考
論
』
「
幽
明
録
初
探
」
　
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
八
)
。

一
方
、
鄭
晩
晴
氏
は
二
七
三
話
を
収
録
し
、
付
録
と
し
て
一
一
話

を
追
加
し
て
い
る
(
文
化
芸
術
出
版
社
、
一
九
八
八
)
。
こ
れ
は
、

類
書
に
引
く
『
世
説
』
　
の
逸
文
の
処
理
と
も
関
係
し
て
複
雑
な
問

題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
校
勘
の
中
で

触
れ
る
こ
と
に
し
、
本
稿
で
は
、
魯
迅
の
二
六
五
話
を
基
礎
に
し

て
、
王
国
良
・
鄭
晩
晴
氏
の
説
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
校
釈
を
行
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.つ。

「
幽
明
」
　
の
語
は
、
『
周
易
』
繋
辞
伝
の
　
「
仰
以
観
於
天
文
、

僻
以
察
於
地
理
。
是
故
知
幽
明
之
故
。
原
始
反
終
。
故
知
死
生
之

説
。
精
気
為
物
、
薛
魂
為
変
。
是
故
知
鬼
神
之
情
状
。
」
　
(
仰
ぎ

み

て
以
て
天
文
を
観
、
僻
し
て
以
て
地
理
を
察
す
。
是
の
故
に
幽
明

こ

と

　

　

　

　

　

　

　

た

づ

　

　

　

　

　

か

へ

の
故
を
知
る
。
始
め
を
原
ね
て
終
り
に
反
る
。
故
に
死
生
の
説
を

知
る
。
精
気
物
と
為
り
、
薛
魂
変
を
為
す
。
是
の
故
に
鬼
神
の

情
状
を
知
る
。
)
に
見
え
、
劉
義
慶
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
幽
明
・

死
生
・
鬼
神
の
意
味
を
探
ろ
う
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
関
係
す
る
話

を
収
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
『
幽
明
録
』
　
の
編
纂
に
つ
い
て
、
魯
迅
　
(
『
中
国
小
説

史
略
』
第
五
篇
　
「
六
朝
之
鬼
神
志
怪
書
」
、
一
九
二
三
)
　
は
、
「

そ
の
書
物
は
今
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
他
書
に
大
変
多
く
引
か
れ

て
い
て
、
大
抵
は
『
捜
神
記
』
『
列
異
伝
』
　
の
類
で
あ
る
。
し
か

し
、
み
な
前
人
の
著
作
を
集
録
し
、
自
ら
作
っ
た
の
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
唐
代
に
は
盛
行
し
た
こ
と
が
あ
り
、
劉
知
幾
　
(
『
史

通
』
)
　
は
『
晋
書
』
が
多
く
こ
の
書
を
採
録
し
て
い
る
」
　
(
其
書
今

錐
不
存
、
而
他
書
徴
引
甚
多
、
大
抵
如
『
捜
神
』
『
列
異
』
之
類
。

然
似
皆
集
録
前
人
撰
作
、
非
自
造
也
。
唐
時
嘗
盛
行
、
L
・
劉
知
幾
(

『
史
通
』
)
　
云
、
去
晋
書
』
多
取
之
。
)
　
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
前
人
の
著
述
を
集
録
し
た
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、

0
厳
慾
垣
　
「
魂
晋
南
北
朝
志
怪
小
説
書
録
附
考
証
」
　
(
『
文
学
年

報
』
第
六
期
、
一
九
四
〇
)

其
文
且
重
見
『
捜
神
記
』
、
『
捜
神
後
記
』
、
『
異
苑
』
、
『
博

物
志
』
、
及
『
述
異
記
』
。
故
魯
迅
氏
謂
、
「
似
皆
集
録
前
人

撰
作
、
非
自
造
也
」
。
然
以
不
見
他
書
者
為
多
、
集
録
之
説
、

し
殆
未
必
然
。
蓋
此
種
紀
怪
之
書
、
率
皆
取
材
民
間
、
要
以
流

伝
人
口
者
為
主
、
時
代
未
遠
、
所
伝
尽
全
、
凡
乗
筆
者
皆
得

採
輯
、
本
書
縦
非
「
自
造
」
、
顧
亦
無
所
謂
　
「
集
録
前
人
」

也
。

0
倍
惜
華
　
「
六
朝
志
怪
小
説
之
存
逸
」
　
(
『
漢
学
』
第
一
韓
、
一

九
四
四
)
『
中
国
小
説
史
略
』
乃
謂
此
書
、
「
似
皆
集
録
前
人
撰
作
、

非
自
造
也
」
、
此
語
恐
未
尽
然
。
蓋
此
種
志
怪
小
説
、
其
来

源
率
采
自
民
間
、
要
以
流
伝
人
口
者
為
主
、
時
代
未
久
、
所

伝
必
同
、
凡
執
筆
者
皆
可
采
輯
之
也
。

と
い
う
、
当
時
流
伝
し
て
い
た
話
を
採
録
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

だ
と
い
う
異
論
が
あ
り
、
李
剣
国
氏
も
『
唐
前
志
怪
小
説
史
』
第

六
章
　
「
南
北
朝
志
怪
小
説
」
　
二
　
「
劉
義
慶
『
幽
明
録
』
和
『
宣
験

記
』
」
　
(
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九
八
四
)
　
の
中
で
、
『
捜
神
記
』

と
違
う
特
徴
の
第
一
と
し
て
、
「
采
自
旧
書
者
不
足
国
分
之
一
、

絶
大
部
分
是
首
出
、
而
且
主
要
是
晋
宋
事
、
因
而
全
書
有
較
強
的

時
代
感
。
」
　
と
、
旧
書
か
ら
の
再
録
は
四
分
の
一
足
ら
ず
で
残
り

の
大
部
分
は
初
出
の
も
の
で
、
比
較
的
強
く
晋
末
の
時
代
風
潮
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

更
に
、
李
剣
国
氏
は
、
『
幽
明
録
』
の
特
徴
と
し
て
、
「
2
・

現
実
生
活
の
中
の
士
民
僧
俗
の
奇
聞
異
事
が
多
い
、
3
・
『
捜
神

記
』
に
比
べ
て
新
し
い
題
材
、
故
事
類
型
、
幻
想
形
式
が
多
い
、

/
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4
・
新
し
い
表
現
技
巧
が
見
ら
れ
る
」
　
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

ま
た
、
劉
義
慶
が
僧
侶
に
多
く
の
施
し
を
し
、
仏
教
関
係
説
話

の
専
著
で
あ
る
『
宣
験
記
』
も
著
し
て
い
る
こ
と
と
も
関
連
す
る

の
か
、
或
い
は
東
晋
か
ら
の
時
代
の
風
潮
を
反
映
し
た
も
の
な
の

か
、
『
捜
神
記
』
に
比
べ
、
仏
教
関
係
の
話
が
多
く
あ
り
、
民
間

信
仰
と
も
併
せ
て
、
道
仏
混
然
と
し
た
記
述
も
多
く
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
話
の
校
釈
を

終
え
た
段
階
で
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

テ
キ
ス
ト
、
参
考
文
献
な
ど
は
、
先
に
『
広
島
大
学
文
学
部
紀

要
』
第
五
四
巻
特
輯
号
二
　
(
一
九
九
四
年
)
　
に
掲
載
し
た
拙
稿
　
「

魯
迅
輯
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
釈
-
『
列
異
伝
』
-
」
　
に
記
し
た
の

で
、
こ
こ
で
は
今
回
新
た
に
追
加
し
た
も
の
の
み
を
記
載
す
る
。

〔
テ
キ
ス
ト
〕
　
(
参
照
本
V

L
魯
迅
輯
録
古
籍
叢
編
第
一
巻
『
古
小
説
鈎
沈
』
『
小
説
備
校
』

(
一
九
九
九
年
　
人
民
文
学
出
版
社
)
　
こ
れ
は
、
一
九
三
八
年
の

魯
迅
全
集
本
を
底
本
と
し
、
排
印
の
誤
り
を
訂
正
し
た
も
の
で
あ

る
。〔本
文
の
校
勘
に
使
用
し
た
文
献
〕

・
『
珂
玉
集
』

・
『
開
元
占
経
』
唐
・
崔
曇
悉
達
撰

・
『
蒙
求
』
唐
・
李
潮
撰
　
宋
・
徐
子
光
補
注

・
『
意
林
』
唐
・
馬
総
撰

・
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
唐
・
自
店
易
撰

へ

古
逸
叢
書
本

恒
徳
堂
刊
本

岡
白
駒
箋
注
本

四
部
叢
刊
初
編
本

民
国
二
二
年
呉
興
張
氏
用
江
安
倍
氏
蔵
采
本
景
印
本

・
『
白
孔
六
帖
』
唐
・
白
居
易
撰
　
采
・
孔
伝
統

明
嘉
靖
壬
午
刻
本
(
台
北
新
興
書
局
景
印
本
)

・
『
続
談
助
』
宋
・
見
載
之
輯
　
　
　
　
　
　
　
十
万
巻
楼
叢
書
本

・
『
類
説
』
采
・
曹
怯
輯
　
　
　
　
　
　
北
京
文
学
古
籍
刊
行
社
本

・
『
新
編
分
門
古
今
類
事
』
宋
・
宋
口
撰
　
　
十
万
巻
楼
叢
書
本

・
『
冊
府
元
亀
』
宋
・
王
欽
若
等
撰
　
　
　
康
無
十
一
年
補
刊
本

・
『
海
録
砕
事
』
宋
・
菓
廷
珪
撰
　
　
　
　
万
暦
二
十
六
年
刊
本

・
『
北
戸
録
』
唐
・
段
公
路
撰
、
唐
・
崔
亀
図
注
十
万
巻
楼
叢
書
本

・
『
山
居
新
語
』
元
・
楊
璃
撰
　
　
　
　
　
　
　
武
林
往
哲
遺
著
本

・
『
唐
類
函
』
明
・
愈
安
期
撰
　
　
　
万
暦
三
十
一
年
刊
本
景
印

〔
『
幽
明
録
』
　
の
注
釈
書
・
研
究
書
〕

・
鄭
晩
晴
輯
注
『
幽
明
録
』
　
一
九
八
八
年
　
文
化
芸
術
出
版
社

・
王
国
良
著
『
六
朝
志
怪
小
説
考
論
』
-
幽
明
録
初
探
-

一
九
八
八
年
　
文
史
哲
出
版
社

〔
『
幽
明
録
』
　
の
一
部
を
含
む
注
釈
書
・
翻
訳
書
〕
　
(
『
列
異
伝
』

と
同
じ
も
の
は
省
略
)

・
徐
震
瑞
選
注
『
漠
貌
六
朝
小
説
選
注
』
一
九
五
九
年
　
香
港
万
里
書
店

・
劉
世
徳
選
注
『
貌
晋
南
北
朝
小
説
選
注
』

一
九
八
四
年
　
上
海
古
籍
出
版
社

・
李
継
芥
・
韓
海
明
選
訳
『
漢
貌
六
朝
小
説
選
訳
』
　
(
下
)

一
九
八
八
年
　
上
海
古
籍
出
版
社

・
菓
桂
剛
・
王
貴
元
主
編
『
白
話
本
中
国
古
代
十
大
志
怪
小
説
賞
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析
』
　
(
下
)
　
-
張
彬
『
幽
明
録
』
注
釈
・
李
越
探
『
幽
明
録
』

賞
析
-
　
　
　
　
　
一
九
九
二
年
　
北
京
広
播
学
院
出
版
社

・
周
振
甫
主
編
『
白
話
太
平
広
記
』
　
(
上
、
下
)

一
九
九
三
年
　
中
州
古
籍
出
版
社

・
高
光
等
主
編
『
文
白
対
照
全
訳
太
平
広
記
』

一
九
九
四
年
　
天
津
古
籍
出
版
社

・
丁
玉
辞
等
訳
『
白
話
太
平
広
記
』
(
全
5
冊
)

一
九
九
五
年
　
河
北
教
育
出
版
社

・
度
盛
江
選
訳
『
太
平
広
記
精
華
』一
九
九
五
年
　
天
津
人
民
出
版
社

・
『
文
白
対
照
全
訳
太
平
広
記
』
　
(
全
6
冊
)

一
九
九
八
年
　
大
衆
文
芸
出
版
社

・
王
根
林
・
黄
益
元
・
曹
光
甫
校
点
『
漠
貌
六
朝
筆
記
小
説
大
観
』

一
九
九
九
年
　
上
海
古
籍
出
版
社

『
幽
明
録
』
校
釈

1
　
廟
方
四
丈
、
不
作
塙
壁
①
。
道
廣
五
尺
②
、
爽
樹
蘭
香
。
齋

者
真
以
沐
浴
③
、
然
後
親
祭
④
。
所
謂
　
「
浴
蘭
湯
⑤
。
」
　
〔
類
衆

三
十
八
。
初
學
記
十
三
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
九
〇
貢

【
校
異
】
　
①
初
學
記
無
　
「
作
」
　
字
。
中
華
書
局
鮎
校
本
　
「
廟
方

四
丈
不
墟
」
六
宇
島
句
、
「
壁
」
字
属
下
旬
。
類
架
無
「
壁
」
字
。

江
紹
租
鮎
校
本
以
下
　
「
道
」
　
字
属
上
旬
、
「
不
作
塘
道
」
　
四
宇
島

句
。
②
校
記
云
、
「
『
初
學
記
』
引
作
四
尺
。
」
　
「
贋
」
　
下
、
類
衆

空
映
、
江
紹
絶
技
記
云
、
「
原
埠
.
明
本
作
玉
。
初
學
記
十
三
作

四
。
」
　
③
　
「
要
し
、
初
學
記
作
　
「
煮
」
。
④
類
衆
無
　
「
後
」
　
「
親
」

二
字
。
江
紹
粗
製
校
本
以
　
「
後
祭
」
　
二
字
属
上
旬
。
⑤
類
衆
無
　
「

浴
」
　
字
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J

′

【
注
釈
】
　
塙
壁
　
垣
根
と
壁
。
塙
は
高
い
垣
根
。
『
尚
書
』
梓

材
に
「
既
勒
垣
墟
」
　
(
既
に
垣
境
を
勤
む
)
　
の
釈
文
に
「
卑
日
垣
、

ひ
く

高
日
城
。
」
　
(
卑
き
を
垣
と
日
ひ
、
高
き
を
塙
と
日
ふ
)
　
と
あ
る
。

ま
た
『
毛
詩
』
召
南
行
露
「
何
以
穿
我
墟
」
毛
伝
に
「
塘
、
勝
也
」

と
い
う
。
　
爽
樹
蘭
香
　
鄭
晩
晴
は
、
樹
を
種
植
　
(
う
え
る
)
　
意

と
し
、
道
の
両
側
に
香
気
の
あ
る
蘭
草
を
植
え
て
あ
る
と
解
す
る
。

齋
者
菱
以
沐
浴
　
神
を
ま
つ
る
者
は
蘭
草
を
煮
た
湯
で
身
を
清

め
る
。
『
孟
子
』
離
婁
下
に
　
「
齋
戒
沐
浴
、
則
可
以
祀
上
帝
。
」
　
(

齋
戒
沐
浴
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
上
帝
を
祀
る
べ
し
)
　
と
あ
る
。
沐

浴
は
、
湯
水
を
使
っ
て
体
や
髪
を
洗
っ
て
身
を
清
め
る
こ
と
。
『

論
語
』
憲
間
に
　
「
孔
子
沐
浴
而
朝
」
　
(
孔
子
沐
浴
し
て
朝
す
)
　
と

あ
る
。
　
親
祭
　
天
子
自
ら
が
神
を
祭
る
。
『
漢
書
』
郊
祀
志
下

に
　
「
王
者
莫
不
尊
重
親
祭
、
自
鳥
之
主
、
稽
如
宗
廟
。
」
　
(
王
者

の
尊
重
親
祭
せ
ざ
る
は
莫
く
、
自
ら
之
れ
が
主
と
為
り
、
礼
は
宗

廟
の
如
く
す
)
　
と
あ
る
。
親
祀
　
(
『
史
記
』
封
禅
書
な
ど
に
見
え

る
)
　
と
同
じ
。
　
浴
蘭
湯
　
蘭
草
を
入
れ
て
湧
か
し
た
湯
で
沐
浴

す
る
。
『
楚
辞
』
九
歌
雲
中
君
に
　
「
浴
蘭
湯
今
沐
芳
、
華
采
衣
今

は

な

　

ご

と

若
英
。
」
　
(
蘭
湯
に
浴
し
芳
に
沐
し
、
華
采
の
衣
は
英
の
若
し
)

と
あ
る
。

は
さ

【
訓
読
】
　
廟
の
方
　
四
丈
、
城
壁
を
作
ら
ず
。
道
の
廣
さ
五
尺
、
爽
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も

の

い

み

　

　

　

　

　

に

み
て
蘭
香
を
樹
う
。
齋
す
る
者
は
莫
て
以
て
沐
浴
し
、
然
る
後

い
は
ゆ
る

親
祭
す
。
所
謂
　
「
蘭
湯
に
浴
す
」
　
る
な
り
。

【
訳
文
】
　
廟
の
四
丈
四
方
に
は
、
垣
根
や
壁
を
作
ら
ず
。
道
の

広
さ
は
五
尺
で
、
(
そ
の
道
を
)
　
爽
ん
で
両
側
に
は
蘭
草
を
植
え

も
の
い
な

る
。
・
齋
す
る
者
は
　
(
そ
の
蘭
草
を
)
　
煮
て
沐
浴
し
、
そ
の
後
で

自
ら
祭
祀
を
行
っ
た
。
「
蘭
湯
で
湯
浴
み
す
る
」
　
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
「
蘭
湯
に
浴
す
」
　
習
俗
の
謂
わ
れ
を
記

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
浴
蘭
湯
」
　
の
話
は
、
『
韓
非
子
』
内
儲

説
下
に
も
見
え
る
。
燕
の
李
李
が
遠
出
を
し
て
い
る
間
に
、
妻
が

若
い
男
と
密
通
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
李
季
が
突
然
帰
っ
て
き
た
。

妻
が
困
っ
て
い
る
と
、
脾
が
　
「
男
に
は
裸
で
髪
を
ば
さ
ば
さ
に
し

て
門
か
ら
出
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
知
ら
な
い

こ
と
に
し
ま
す
か
ら
」
　
と
言
う
。
門
か
ら
走
り
出
る
男
を
見
た
李

李
が
「
あ
れ
は
誰
か
」
と
問
う
て
も
、
誰
も
い
ま
せ
ん
と
言
わ
れ
、

「
わ
し
は
幽
霊
を
見
た
の
か
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
　
と
言
う

し

と
、
女
た
ち
は
、
「
五
牲
(
牛
・
羊
・
家
・
犬
㌧
鶏
)
　
の
矢
　
(
糞
)

を
取
り
寄
せ
て
浴
す
れ
ば
よ
い
」
　
と
教
え
る
。
李
李
は
そ
の
通
り

に
し
た
。
一
説
に
、
「
一
日
浴
以
蘭
湯
」
　
二
に
日
く
、
浴
す
る

に
蘭
湯
を
以
て
す
と
)
　
と
も
言
わ
れ
る
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
小

野
沢
精
一
氏
　
(
全
釈
漢
文
大
系
『
韓
非
子
』
下
、
集
英
社
、
一
九

七
八
)
　
の
注
釈
に
よ
る
と
、
「
浴
以
矢
」
　
が
北
方
的
な
払
浄
の
習

俗
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
浴
以
蘭
湯
」
　
は
南
方
的
な
も
の
で
あ

る
と
い
う
。

ま
た
、
『
大
戴
礼
』
夏
小
正
に
、
五
月
五
日
に
「
蓄
蘭
島
沐
浴
」

(
蘭
を
蓄
へ
て
沐
浴
を
為
す
)
　
と
あ
り
、
阪
籍
の
　
「
横
根
賦
」
　
に

ま
ナ

「
沐
蘭
湯
而
滋
積
分
」
　
(
蘭
湯
に
浴
す
る
も
滋
ま
す
積
る
)
、
梁

武
帝
の
　
「
和
太
子
俄
悔
詩
」
に
「
蘭
湯
浴
身
垢
、
俄
悔
浮
心
重
。
」

(
蘭
湯
も
て
身
垢
を
浴
し
、
俄
悔
も
て
心
霊
を
浄
く
す
)
、
庚
信

の
　
「
周
祀
五
帝
歌
」
　
配
帝
舞
に
　
「
沐
若
気
、
浴
蘭
湯
。
」
　
(
意
気

に
沐
し
、
蘭
湯
に
浴
す
)
　
と
詠
わ
れ
て
い
る
。
更
に
、
『
広
記
』

巻
三
四
一
鬼
部
　
「
毒
浦
」
　
(
出
『
河
東
記
』
)
　
に
、
幽
霊
の
崇
り

が
蘭
湯
に
浴
す
れ
ば
除
か
れ
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
明
・
楊
慎
『

芸
林
伐
山
』
　
に
は
、
「
蘭
湯
」
　
の
項
目
が
あ
り
、
「
劉
義
慶
日
」

と
し
て
こ
の
　
『
幽
明
録
』
　
の
話
が
引
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
蘭

湯
」
　
は
、
唐
・
玄
宗
　
「
惟
比
温
泉
」
　
詩
に
　
「
桂
殿
輿
山
道
、
蘭
湯

湧
自
然
」
　
(
桂
殿
　
山
と
連
な
り
、
蘭
湯
二
湧
く
こ
と
自
然
た
り
)

の
よ
う
に
、
温
泉
の
意
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。

2
　
海
中
有
金
墓
①
、
出
水
百
丈
②
。
結
構
巧
麗
③
、
窮
姦
神
工

④
。
楕
光
巌
渚
⑤
、
珠
曜
星
漢
⑥
。
重
内
有
金
凡
⑦
、
彫
文
備
制

⑧
。
上
有
百
味
之
食
⑨
、
四
大
力
神
常
立
守
護
⑩
。
有
一
五
通
仙

人
、
束
欲
甘
膳
⑪
。
四
神
排
撃
、
遷
延
而
退
⑫
。
〔
書
抄
一
百
三

十
三
、
一
百
四
十
二
9
a
、
一
百
四
十
二
9
b
。
類
緊
六
十
二
。

御
寛
一
百
七
十
七
、
七
百
十
、
八
百
十
一
、
八
百
四
十
九
〕
　
※
鄭

晩
晴
輯
注
本
一
八
八
頁

【
校
異
】
　
①
書
紗
一
三
三
作
　
「
金
」
　
上
有
　
「
一
」
　
字
。
「
中
」
、

書
紗
一
四
二
9
a
、
9
b
拉
作
　
「
内
」
、
9
b
無
　
「
金
」
　
字
。
②
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「
出
水
」
、
書
妙
一
四
二
9
a
、
御
覚
七
一
〇
改
作
　
「
水
田
」
。

比
句
以
下
二
十
字
、
書
紗
一
三
三
、
御
覧
八
一
一
不
引
。
③
此
句

以
下
十
六
字
、
書
紗
一
四
二
9
a
、
9
b
、
御
覚
七
一
〇
不
引
。

④
御
覚
一
七
七
作
　
「
窮
極
神
功
」
。
⑤
御
覚
一
七
七
作
　
「
梼
巌
雲

渚
」
。
比
句
以
下
八
字
、
御
覚
八
四
九
不
引
。
⑤
校
記
云
、
「
二

句
見
『
類
衆
』
六
十
二
『
御
覚
』
一
百
七
十
七
引
。
」
　
御
覚
一
七

七
　
「
漢
」
　
作
　
「
河
」
、
下
有
　
「
也
」
字
。
⑦
「
内
」
　
上
、
御
覧
七

一
〇
有
　
「
其
」
　
字
。
「
凡
」
、
書
沙
一
四
二
9
a
、
9
b
、
御
党

八
四
九
並
作
「
机
」
。
書
紗
一
三
三
、
一
四
二
9
b
無
「
茎
」
字
。

此
句
以
下
、
類
衆
六
二
、
御
覚
一
七
七
不
引
。
⑧
　
「
彫
」
、
書
紗

一
三
三
、
御
覧
七
一
〇
拉
作
　
「
離
」
。
「
制
」
、
鈎
沈
本
作
　
「
置
」
、

書
紗
一
三
三
、
一
四
二
9
a
、
御
覚
七
一
〇
、
八
四
九
、
飽
崇
城

本
姓
作
　
「
制
」
、
今
改
。
書
紗
一
四
二
9
b
不
引
此
句
。
此
句
以

下
、
御
覚
八
一
一
不
引
。
⑨
「
之
」
、
書
紗
一
四
二
9
b
作
「
飲
」
。

比
句
以
下
、
書
紗
二
二
二
二
不
引
。
⑲
校
記
云
し
　
「
巳
上
略
見
『
書

紗
』
一
百
三
十
三
叉
一
百
四
十
二
両
引
『
御
覚
』
七
百
十
又
八
百

十
二
」
　
書
紗
一
三
三
作
　
「
四
大
神
力
嘗
守
護
之
」
。
御
覚
八
四

九
　
「
大
」
　
作
　
「
丈
」
、
飽
崇
城
本
作
　
「
大
」
。
此
句
以
下
、
書
紗

一
四
二
9
a
、
御
覚
七
一
〇
不
引
。
⑪
　
「
甘
」
、
手
稿
本
、
底
本

全
集
本
誤
作
　
「
廿
」
、
七
三
年
・
九
九
年
版
改
。
⑫
　
「
遷
し
、
飽

崇
城
本
御
覧
八
四
九
脱
、
手
稿
本
、
底
本
全
集
本
亦
誤
脱
、
七
三

年
・
九
九
年
版
補
。

【
注
釈
】
　
金
産
　
金
の
台
。
神
仙
の
居
所
と
も
い
わ
れ
る
。
『

海
内
十
洲
記
』
民
有
の
条
に
　
r
其
一
角
有
積
金
烏
天
塘
城
、
而
方

千
里
、
城
上
安
金
蔓
五
所
、
玉
棲
十
二
所
。
」
　
(
其
の
一
角
に
金

を
積
み
て
天
城
城
と
為
す
有
り
て
、
方
千
里
、
城
上
に
金
蔓
五
所
、

お

玉
棲
十
二
所
を
安
く
)
　
と
あ
る
。
　
結
構
　
建
物
な
ど
の
造
り
。

王
延
寿
　
「
魯
霊
光
殿
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
一
一
)
　
に
　
「
詳
察
其
棟

宇
・
観
其
結
構
。
二
詳
か
に
其
の
棟
字
を
察
し
、
J
其
の
結
構
を

観
る
)
　
と
あ
る
。
　
巧
麗
　
巧
妙
で
美
寛
。
『
拾
遺
記
』
巻
四
　
「

燕
昭
王
」
　
に
　
「
諸
天
神
仙
、
巧
麗
特
絶
。
」
　
(
諸
天
の
神
仙
、
.
巧

毘
特
絶
た
り
)
　
と
あ
る
。
　
神
工
　
霊
妙
な
創
作
、
造
り
、
或
い

は
そ
れ
を
作
れ
る
工
匠
。
『
拾
遺
記
』
巻
三
　
「
周
霊
王
」
　
に
　
「
衆

あ
つ

天
下
異
木
神
工
J
　
(
天
下
の
異
木
神
工
を
衆
む
)
　
と
あ
る
の
は
、

工
匠
の
意
。
　
横
光
巌
渚
　
鄭
晩
晴
注
は
次
句
と
併
せ
て
、
「
金

台
の
光
彩
は
、
横
に
山
の
岩
と
水
辺
を
照
ら
し
、
高
い
と
こ
ろ
で

は
星
々
や
銀
河
と
同
様
に
輝
い
て
い
る
」
　
意
に
解
す
る
。
　
煉
曜

星
漠
　
立
ち
上
っ
て
銀
河
を
照
ら
す
。
星
漢
は
銀
河
、
天
の
川
。

曹
操
の
　
「
歩
出
夏
門
行
J
　
に
　
「
星
漠
燦
爛
、
若
出
共
裏
。
」
　
(
星

ご
し
こ

漢
燦
欄
と
し
て
、
其
の
裏
よ
り
出
る
が
若
し
)
　
と
あ
る
。
鄭
晩
晴

あ

が

　

　

カ

カ

の
解
釈
に
よ
る
と
、
「
錬
り
て
曜
か
す
こ
と
星
漢
の
ご
と
し
」
　
と

読
む
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
金
台
が
発
す
る
光
が
立
ち
上

あ

が

　

　

　

　

　

　

て

る
様
を
表
現
し
て
い
る
と
解
し
て
、
「
喋
り
て
星
漢
を
曜
ら
す
」

と
読
ん
だ
。
彫
文
傭
制
　
美
し
い
文
様
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。

彫
文
は
美
し
い
模
様
を
彫
り
刻
む
こ
と
、
ま
た
そ
の
文
様
。
『
貴

子
春
秋
』
諌
下
一
に
　
「
君
側
皆
彫
文
刻
鎮
之
観
。
」
　
(
君
側
皆
彫

文
刻
環
の
観
あ
り
)
と
あ
る
。
備
制
は
用
例
未
見
。
魯
迅
は
「
制
」

を
　
「
置
」
　
に
改
め
て
い
る
。
備
置
は
備
え
置
く
、
設
置
す
る
意
。
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『
後
漢
書
』
班
彪
伝
上
に
　
「
東
宮
及
諸
王
国
、
備
置
官
属
。
」
　
(

東
宮
及
び
諸
王
国
、
官
属
を
備
置
す
)
　
と
あ
る
。
今
、
魯
迅
に
従

っ
て
、
備
制
を
備
置
の
意
に
解
し
て
お
く
。
　
百
味
　
様
々
な
食

物
。
曹
植
　
「
求
自
試
表
二
『
文
選
』
巻
三
七
)
　
に
　
「
身
被
軽
煤
、

ロ
厭
百
味
。
」
　
(
身
軽
嬢
を
被
り
、
口
　
百
味
に
厭
く
)
　
と
あ
る
。

四
大
力
神
　
四
人
の
力
神
。
力
神
は
他
に
用
例
未
見
。
五
通
仙

人
　
鄭
晩
晴
注
に
　
「
未
詳
。
後
世
に
八
五
通
神
)
と
言
わ
れ
る
も
の

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
邪
神
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

宗
力
・
劉
群
著
『
中
国
民
間
諸
神
』
　
(
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九

八
六
)
　
な
ど
に
詳
し
い
。
仏
教
で
は
五
つ
の
超
人
的
な
力
を
五
通

と
い
い
　
(
『
維
摩
経
』
)
、
『
維
摩
経
』
観
人
物
品
に
　
「
鳥
五
通
仙

人
」
　
と
あ
り
、
『
百
喩
経
』
巻
二
　
「
破
五
通
仙
眼
」
　
に
、
「
昔
有

一
人
、
入
山
學
道
得
五
通
仙
。
」
　
(
昔
一
人
有
り
、
山
に
入
り
て

道
を
学
び
五
通
仙
た
る
を
得
)
　
と
あ
る
な
ど
、
五
通
仙
人
が
出
て

1

く
る
。
甘
膳
　
美
味
な
食
物
。
『
陳
書
』
始
興
王
叔
陵
伝
に
　
「
日

進
甘
膳
。
」
　
(
日
に
甘
膳
を
進
む
)
　
と
あ
る
。
遷
延
而
退
　
思
い

を
残
し
な
が
ら
退
却
す
る
。
鄭
晩
晴
は
、
「
援
慢
地
退
走
」
　
(
ゆ

っ
く
り
退
却
す
る
)
　
と
解
す
る
。
遷
延
に
は
、
退
却
す
る
、
排
桐

す
る
、
引
き
延
ば
す
、
こ
だ
わ
ら
な
い
様
子
な
ど
の
意
味
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
排
佃
の
意
に
近
く
、
思
い
を
残
し
な
が
ら
退
い

た
と
い
う
意
に
解
す
る
。

【
訓
読
】
　
海
中
に
金
茎
有
り
、
水
よ
り
出
づ
る
こ
と
百
丈
な
り
。

か

が

や

　

　

　

あ

が

結
構
巧
堤
に
し
て
、
神
工
を
窮
志
す
。
樺
に
巌
渚
を
光
か
せ
、
喋

て

り
て
星
漠
を
曜
ら
す
。
墓
内
に
金
凡
有
り
、
彫
文
備
置
す
。
上
に

百
味
の
食
有
り
、
四
大
力
神
常
に
立
ち
て
守
護
す
。
一
つ
の
五

通
仙
人
有
り
、
乗
り
て
甘
膳
を
欲
す
。
四
神
排
撃
し
、
遷
延
し
て

退
く
。
【
訳
文
】
　
海
中
に
金
の
台
が
あ
り
、
水
面
か
ら
百
丈
上
に
出
て

い
た
。
造
り
は
巧
妙
で
美
し
く
、
霊
妙
な
造
り
を
極
め
て
い
た
。

(
そ
の
輝
き
は
)
　
横
に
は
岩
や
水
辺
を
輝
か
せ
、
上
に
立
ち
上
っ

て
は
銀
河
を
照
ら
し
た
。
台
内
に
は
金
の
机
が
あ
り
」
　
美
し
い
文

様
が
彫
り
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
上
に
様
々
な
食
物
が
あ
り
、
四

人
の
大
力
神
が
い
つ
も
そ
ば
に
立
っ
て
守
っ
て
い
た
。
一
人
の
五

通
仙
人
が
い
て
、
や
っ
て
来
て
美
味
を
ほ
し
が
っ
た
。
四
に
ん
の

神
が
排
撃
し
た
の
で
、
思
い
を
残
し
な
が
ら
退
却
し
て
い
っ
た
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
他
に
類
話
を
見
つ
け
得
な
い
。
黄
金
伝

説
な
の
か
、
仙
境
譚
な
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
「
五
通
仙
人
」
　
が

仏
教
に
由
来
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
或
い
は
、
中
国
古
来
の
仙
境

か
ら
仏
教
の
超
能
力
者
が
排
除
さ
れ
た
話
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

3
　
鄭
城
鳳
陽
門
五
屑
接
、
去
地
二
十
丈
①
、
長
四
十
丈
②
、
廣

二
十
丈
、
安
金
鳳
皇
二
頭
於
其
上
。
石
季
龍
路
衰
③
、
一
頭
飛
入

樽
河
。
活
朗
見
在
水
底
④
。
一
頭
今
猶
存
⑤
。
〔
初
學
記
二
十
四

(
五
七
二
貢
)
、
(
五
七
三
貢
)
、
類
棄
六
十
三
。
御
覧
一
百
七
十
六

⑥
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
八
九
貢

【
校
異
】
　
①
此
句
以
下
、
初
學
記
二
四
　
(
五
七
三
頁
)
無
。
此

句
以
下
十
三
字
、
初
學
記
二
四
　
(
五
七
二
貢
)
　
無
。
②
此
句
以
下

八
字
、
御
覚
無
。
③
校
記
云
、
「
『
初
學
記
』
二
十
四
引
有
此
句
。
」
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短
果
、
御
覧
無
比
句
。
④
此
句
以
下
、
初
學
記
二
四
　
(
五
七
二
貢
)

無
。
⑤
　
「
朗
」
、
類
衆
作
　
「
浪
」
。
「
猶
」
、
御
覚
作
　
「
濁
」
。
⑥
　
「

六
」
、
手
稿
本
、
底
本
全
集
本
誤
作
　
「
八
」
、
七
三
年
・
九
九
年

版
改
。
【
注
釈
】
　
都
城
鳳
陽
門
五
層
棲
　
鄭
城
は
後
超
の
石
虎
の
都
城
。

今
の
河
北
省
臨
樟
県
。
晋
・
陸
劇
『
鄭
中
記
』
(
武
英
殿
衆
珍
版
)

に
　
「
鄭
宮
南
面
三
門
。
西
鳳
陽
門
、
高
二
十
五
丈
、
上
六
層
、
反

宇
向
陽
、
下
関
二
門
。
又
安
大
銅
鳳
干
其
巌
。
畢
頭
一
丈
六
尺
。
」

(
鄭
宮
南
面
に
三
門
あ
り
。
西
の
鳳
陽
門
、
高
さ
二
十
五
丈
、
上

六
層
、
反
宇
陽
に
向
か
ひ
、
下
に
二
門
を
開
く
。
又
大
銅
鳳
を

お

其
の
巌
に
安
く
。
頭
を
挙
げ
る
こ
と
一
丈
六
尺
な
り
)
　
と
あ
る
。

『
水
経
注
』
巻
一
〇
濁
樟
水
に
は
　
「
城
有
七
門
」
南
日
鳳
陽
門
。

…
…
鳳
陽
門
、
三
台
洞
開
、
高
二
十
五
丈
。
石
氏
作
層
観
架
其
上
、

置
銅
鳳
頭
、
高
一
丈
六
尺
ご
　
(
城
に
七
門
有
り
、
南
を
鳳
陽
門

と
日
ふ
。
…
…
鳳
陽
門
、
三
治
洞
開
、
高
さ
二
十
五
丈
な
り
。
石

氏
　
層
観
を
作
り
其
の
上
に
架
け
、
銅
鳳
頭
を
置
く
、
高
さ
一
丈

六
尺
)
　
と
い
う
。
　
石
季
龍
　
石
虎
　
(
二
九
五
-
三
四
九
)
。
季

龍
は
字
。
後
超
の
皇
帝
。
三
三
四
年
、
高
祖
石
動
の
子
を
廃
し
て

皇
帝
と
な
り
、
三
三
五
年
に
鄭
に
遷
都
す
る
。
後
超
は
石
虎
の
没

後
二
年
で
滅
ぶ
　
(
三
五
一
)
。
　
津
河
　
鄭
を
流
れ
る
川
の
名
。

清
朗
　
清
ら
か
で
明
瞭
な
こ
と
。
播
岳
　
「
閑
居
賦
」
　
(
『
文
選
』

巻
一
六
)
に
「
微
雨
新
晴
、
六
合
晴
朗
。
」
　
(
微
雨
新
た
に
晴
れ
、

六
合
清
朗
な
り
)
　
と
あ
る
。

【
訓
読
】
　
鄭
城
の
鳳
陽
門
の
五
層
の
榛
は
、
地
を
去
る
こ
せ
二

十
丈
、
長
さ
四
十
丈
、
廣
さ
二
十
丈
、
金
の
鳳
皇
二
頭
を
其
の
上

お

に
安
く
。
石
季
龍
の
格
に
衰
へ
ん
と
す
る
に
、
一
頭
　
飛
び
て
樺

河
に
入
る
。
清
朗
に
し
て
水
底
に
在
る
を
見
る
。
一
頭
今
猶
は

存
す
。
【
訳
文
】
　
鄭
城
の
鳳
陽
門
の
五
層
の
高
殿
は
、
地
面
か
ら
二
十

丈
の
高
さ
が
あ
り
、
長
さ
は
四
十
丈
、
広
さ
は
二
十
丈
、
金
の
鳳

風
二
羽
を
そ
の
上
に
置
い
て
い
た
。
石
季
龍
が
い
ま
L
も
亡
く
な

ろ
う
と
す
る
と
き
、
一
羽
が
飛
ん
で
津
河
に
入
っ
た
。
(
水
が
)

清
ら
か
に
澄
ん
で
水
底
に
あ
る
の
が
見
え
た
。
一
羽
は
今
も
ま
だ

(
高
殿
の
上
に
)
　
あ
る
。

【
補
説
】
　
こ
の
話
は
、
『
末
書
』
五
行
志
二
の
　
「
金
不
従
軍
」

に
も
、
「
石
虎
時
、
鄭
城
鳳
陽
門
上
金
鳳
皇
二
頭
、
飛
入
樺
河
。
」

と
あ
り
、
石
虎
の
死
の
前
兆
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
『
太
平
裏
宇
記
』
巻
五
五
　
「
河
北
道
・
相
州
・
鄭
醇
」
　
に

引
く
『
鄭
中
記
』
に
、
「
魂
太
祖
都
之
。
城
内
諸
街
有
赤
間
。
南

面
西
頭
目
鳳
陽
門
。
上
有
鳳
二
枚
。
其
一
飛
入
樺
水
。
其
一
仇
以

鎖
絆
其
足
。
鄭
入
着
歌
日
、
鳳
陽
門
内
天
一
半
、
上
有
金
鳳
相
飛

喚
、
欲
去
不
去
着
鎖
絆
。
」
　
(
魂
の
太
祖
之
に
都
す
。
城
内
の
諸

街
に
赤
開
有
り
。
南
面
の
西
頭
を
鳳
陽
門
と
日
ふ
。
上
に
鳳
二
枚

有
り
。
其
の
一
飛
び
て
樺
水
に
入
る
。
其
の
一
仇
は
鎖
を
以
て

つ
な

其
の
足
を
絆
ぐ
。
鄭
人
の
替
歌
に
日
く
、
『
鳳
陽
門
内
　
天
一
半
、

よ

上
に
金
鳳
の
相
飛
ぽ
ん
と
し
て
喚
ぶ
有
り
、
去
ら
ん
と
欲
す
る
も

づ
な

去
れ
ず
鎖
を
着
け
て
絆
が
る
)
』
」
　
と
あ
り
、
歌
と
と
も
に
伝
承

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
武
英
殿
衆
珍
版
『
鄭
中
記
』
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で
は
、
「
鳳
陽
門
五
層
棲
、
去
地
三
十
丈
、
安
金
鳳
風
二
頭
。
石

虎
絡
衰
、
一
頭
飛
入
淳
河
。
合
晴
日
、
見
干
水
上
。
一
頭
以
繊
釘

釘
足
、
今
存
。
」
　
と
記
し
、
後
半
の
部
分
が
、
悼
河
に
飛
び
こ
ん

だ
一
羽
の
鳳
風
が
晴
天
の
日
に
水
上
に
現
れ
、
も
う
一
羽
は
釘
で

足
を
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

4
　
始
興
醇
有
皐
天
子
廟
①
。
因
山
崎
嘔
、
十
有
線
里
、
坑
整
数

重
。
陣
陪
交
通
。
城
内
堂
基
、
砕
瓦
、
柱
穿
猶
存
。
東
有
皐
天
子

家
。
皐
天
子
、
未
之
聞
也
。
〔
御
覧
一
百
九
十
三
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注

本
一
八
四
百

【
校
異
】
　
①
　
「
廟
」
、
鈎
沈
本
作
　
「
國
」
、
今
接
御
覚
改
。
飽

崇
城
本
作
　
「
國
」
。

【
注
釈
】
　
始
興
妬
　
今
の
広
東
省
詔
関
市
の
東
北
、
南
雄
県
の

西
南
。
三
国
呉
の
時
、
始
輿
郡
に
始
興
県
を
置
い
た
。
　
皐
天
子

不
明
。
鄭
晩
晴
注
に
は
鼻
天
子
の
こ
と
を
記
す
が
、
こ
れ
は
『

幽
明
録
』
　
の
話
と
舜
の
弟
の
象
の
話
が
合
わ
さ
れ
て
で
き
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
(
補
説
)
参
照
。
　
崎
嘔
　
道
の
険
し
い
様
。
張
衡

「
南
都
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
四
)
　
に
　
「
上
平
桁
而
囁
蕩
、
下
蒙
籠

而
崎
嘔
。
」
(
上
は
平
桁
に
㌧
て
噴
蕩
、
下
は
蒙
籠
と
し
て
崎
嘔

た
り
)
　
と
あ
る
。
　
坑
聖
　
山
谷
。
『
後
漢
書
』
歌
会
伝
に
　
「
弁

進
兵
先
脅
巨
里
、
使
多
伐
樹
木
、
揚
言
以
壌
塞
抗
塗
。
」
　
(
弁
兵

き

を
進
め
先
づ
巨
里
を
脅
し
、
多
く
樹
木
を
伐
り
、
揚
言
し
て
以
て

院
壁
を
填
塞
せ
し
む
)
　
と
あ
る
。
院
塑
は
坑
壁
と
同
じ
。
　
汗
障

交
通
　
道
が
東
西
南
北
に
行
き
交
う
。
陶
潜
の
　
「
桃
花
源
記
」
　
に

「
陣
障
交
通
、
雑
犬
相
聞
。
」
　
(
粁
陪
交
ご
も
通
じ
、
雑
犬
相
聞

こ
ゆ
)
　
と
あ
る
。
　
堂
基
　
基
礎
、
土
台
を
い
う
。
『
尚
書
』
.
大

詰
　
「
麻
子
乃
弗
肯
堂
」
　
孔
安
国
伝
に
　
「
子
乃
不
肯
鳥
堂
基
。
」
　
(

子
乃
ち
肯
へ
て
堂
基
を
為
さ
ず
)
と
あ
る
。
　
砕
瓦
　
砕
け
た
瓦
。

砕
玉
、
砕
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
砕
け
た
玉
、
砕
け
た
金
を
い
う
の
と

同
じ
言
い
方
。
　
柱
穿
　
柱
が
立
っ
て
い
た
穴
の
意
で
あ
ろ
う
。

【
訓
読
】
　
始
輿
醇
に
皐
天
子
の
廟
有
り
。
山
の
崎
嘔
に
因
る
こ

と
、
十
有
線
里
、
坑
整
数
重
。
陣
情
交
ご
も
通
ず
。
城
内
の
堂
基
、

砕
瓦
、
柱
穿
猶
は
存
す
。
東
に
皐
天
子
の
家
有
り
。
皐
天
子
は
、

未
だ
之
を
聞
か
ざ
る
な
り
。

【
訳
文
】
　
始
興
醇
に
皐
天
子
の
廟
が
あ
る
。
険
し
い
山
道
を
つ

た
っ
て
行
く
こ
と
、
十
里
余
り
、
山
谷
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
い

る
。
(
そ
の
中
は
)
　
道
が
東
西
南
北
に
行
き
交
っ
て
い
る
。
城
内

に
は
土
台
、
砕
け
た
瓦
、
柱
の
穴
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
東
に
皐

天
子
の
墓
が
あ
る
。
皐
天
子
の
こ
と
は
、
今
ま
で
に
聞
い
た
こ
と

が
な
い
。

【
補
説
】
　
　
『
水
経
注
』
巻
三
八
浸
水
に
　
「
水
側
有
鼻
天
子
城
。

鼻
天
子
、
所
未
聞
也
。
」
　
(
水
側
に
鼻
天
子
の
城
有
り
。
鼻
天
子

は
、
未
だ
聞
か
ざ
る
所
な
り
)
　
と
、
こ
の
　
『
幽
明
録
』
　
の
話
と
似

た
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
『
水
経
注
疏
』
の
朱
謀
掩
箋
に
よ
る
と
、

尭
帝
の
子
の
丹
朱
を
象
と
い
い
　
(
『
史
記
』
五
帝
本
紀
で
は
舜
の
弟
で

あ
る
)
、
鼻
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
鼻
天
子
と
称
し
た
の
だ
と
い
う
。

楊
守
敬
は
、
『
幽
明
録
』
　
の
　
「
皐
天
子
」
　
を
　
「
鼻
天
子
」
　
と
記
し

て
引
用
し
、
「
存
疑
輿
那
説
同
。
」
　
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
熊
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会
貞
は
、
象
の
封
ぜ
ら
れ
た
鼻
墟
は
　
「
湘
水
篇
」
　
に
見
え
、
始
輿

か
ら
は
非
常
に
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
何
故
　
「

鼻
天
子
城
」
　
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
「
邸
氏
聯
因
俗
侍
書
之

耳
。
」
　
と
い
う
。

確
か
に
、
『
水
経
注
』
巻
三
八
湘
水
に
　
「
應
水
又
東
南
流
、
逗

有
鼻
墟
南
。
王
隠
日
、
『
應
陽
蛙
、
本
泉
陵
之
北
部
。
東
五
里
有

鼻
墟
、
言
象
所
封
也
。
』
山
下
有
象
廟
、
言
甚
有
霞
、
能
興
雲
雨
。

余
所
聞
也
、
聖
人
之
神
日
雇
、
賢
人
之
精
気
鳥
鬼
。
象
生
不
慧
、

死
歪
何
寄
平
。
」
　
と
あ
る
。
『
史
記
』
五
帝
本
紀
　
「
封
弟
象
鳥
諸

侯
」
　
正
義
に
も
、
「
帝
王
紀
云
、
『
舜
弟
象
封
於
有
鼻
。
』
括
地
志

云
、
『
鼻
亭
神
在
螢
道
鯖
北
六
十
里
。
故
老
倖
云
、
舜
葬
九
疑
、

象
来
至
比
。
後
人
立
詞
、
名
馬
鼻
亭
神
。
』
輿
地
志
云
、
『
零
陵

郡
應
陽
解
東
有
山
、
山
有
象
廟
。
』
王
隠
晋
書
云
、
『
本
泉
陵
北

部
。
東
五
里
有
鼻
墟
、
象
所
封
也
。
』
」
　
と
、
諸
書
を
引
き
、
象

が
祭
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
す
。

邸
道
元
は
、
こ
の
象
の
伝
承
と
『
幽
明
録
』
　
の
話
を
合
わ
せ
て

記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
末
代
の
　
『
太
平
実
字
記
』

(
巻
一
六
〇
嶺
南
道
四
　
「
南
雄
州
」
　
入
唐
の
詔
州
の
地
)
)
　
で
は
、

「
鼻
天
子
故
城
、
鼻
天
子
未
聞
也
。
」
　
の
後
に
、
『
水
経
注
』
と

王
隠
『
晋
書
』
を
引
き
、
続
け
て
　
「
鼻
天
子
墓
相
停
云
、
『
昔
有

人
開
之
、
見
銅
人
数
十
、
擁
筋
列
侍
、
器
悉
是
金
銀
宝
石
。
俄
聞

家
内
撃
鼓
大
叫
、
震
動
山
谷
、
克
無
所
取
、
憧
而
返
。
問
自
重
往

巳
自
覆
臭
。
』
地
出
鉛
銅
、
銅
有
毒
、
鉛
可
以
鳥
薬
。
」
　
と
記
し
、

こ
の
話
が
鼻
天
子
伝
説
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

5
　
始
興
醇
有
畢
天
子
城
。
城
東
有
塚
①
。
昔
有
費
之
者
、
垂
陥
、

而
塚
裏
有
角
質
震
於
外
、
憎
而
塞
之
。
〔
書
砂
一
百
二
十
二
　
※

鄭
晩
晴
輯
注
本
一
八
四
貢

【
校
異
】
　
①
　
「
塚
」
、
鈎
沈
本
作
l
「
家
」
、
今
接
書
紗
改
。
下

同
。【注
釈
】
　
畢
天
子
　
鄭
晩
晴
注
に
　
「
上
文
の
皐
天
子
の
と
同
じ

で
、
同
音
異
文
で
あ
る
。
」
と
い
う
。
王
国
良
氏
も
、
(
皐
)
と
(
畢
)

は
形
が
似
て
い
る
の
で
書
き
間
違
い
や
す
く
、
同
じ
だ
と
い
う
。

角
璧
　
軍
中
で
用
い
る
角
笛
。
『
晋
書
』
王
義
之
伝
に
　
「
述
毎

ご
レ
一

聞
角
聾
、
謂
義
之
昔
候
己
。
」
　
(
述
(
王
述
)
角
声
を
聞
く
毎
に
、

義
之
　
当
に
己
を
候
ふ
べ
L
と
謂
ふ
)
　
と
あ
る
。
　
垂
陥
　
塚
に

入
り
こ
も
う
と
す
る
と
き
。
陥
は
深
く
入
り
こ
む
意
。

【
訓
読
】
　
始
興
醇
に
渾
天
子
の
城
有
り
。
城
の
東
に
塚
有
り
。

な
ん
な
ん

昔
之
を
せ
く
者
有
り
、
掛
る
に
垂
と
し
て
、
塚
裏
に
角
管
の
外

に
震
ふ
有
り
、
慣
れ
て
之
を
塞
ぐ
。

【
訳
文
】
　
始
興
醇
に
睾
天
子
の
城
が
あ
る
。
城
の
東
に
塚
が
あ

る
。
昔
　
こ
の
塚
を
あ
ぱ
く
者
が
い
た
。
塚
の
中
に
入
り
こ
も
う

と
し
た
と
き
、
塚
の
中
か
ら
角
笛
が
起
こ
り
外
ま
で
聞
こ
え
て
き

た
の
で
、
恐
れ
て
塚
を
塞
い
だ
。

【
補
説
】
　
　
こ
の
話
は
、
第
4
話
と
一
体
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
先

の
補
説
に
引
い
た
『
太
平
裏
宇
記
』
　
(
巻
一
六
〇
)
　
の
　
「
鼻
天
子

墓
相
博
」
　
の
原
話
で
あ
る
。
王
国
良
氏
は
、
第
4
話
と
こ
の
第
5

話
は
　
「
所
記
雷
鳥
一
事
。
」
　
と
い
う
。
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墓
の
中
か
ら
角
声
が
聞
こ
え
て
く
る
話
は
、
『
幽
明
録
』
　
(
第

8
0
話
)
　
の
晋
の
司
空
の
都
方
回
の
婦
人
の
墓
が
壊
れ
て
中
か
ら
鼓

角
声
が
聞
こ
え
た
と
い
う
話
　
(
『
異
苑
』
巻
七
同
)
　
に
も
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
『
書
紗
』
一
二
一
引
王
款
之
『
始
興
記
』
　
に
は
、
「

醇
西
北
日
捕
竹
嶺
。
上
有
鳴
鼓
角
馨
。
」
　
と
あ
り
、
『
異
苑
』
巻

一
に
も
、
永
寧
県
涛
山
の
河
か
ら
銚
角
声
が
聞
こ
え
た
話
と
、
凍

州
の
沙
山
で
鼓
角
声
が
聞
こ
え
た
と
い
う
話
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。

6
　
始
興
憂
水
源
有
湯
泉
①
。
毎
至
霜
雪
、
見
其
上
蒸
気
高
数
十

丈
②
。
生
物
投
之
、
須
央
便
熟
③
。
泉
中
常
有
細
赤
魚
出
遊
④
、

莫
有
獲
者
。
〔
御
覧
七
十
一
、
九
百
四
十
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
八

五
頁【校
異
】
　
①
　
「
靂
」
、
御
覚
九
四
〇
作
　
「
雲
」
。
校
記
云
、
「
一

引
作
雲
。
」
　
②
御
覚
九
四
〇
無
　
「
見
」
　
字
。
「
蒸
」
、
鈎
沈
本
作
　
「

丞
ご
、
今
接
御
覧
改
。
③
校
記
云
、
「
『
御
覧
』
七
十
一
。
」
　
御
覚

九
四
〇
無
　
「
生
物
投
之
須
央
便
熟
」
　
八
字
。
④
此
句
以
下
、
御
覧

七
一
不
引
。
「
遊
」
、
鈎
沈
本
作
　
「
薛
」
、
今
接
御
覧
改
。

「

【
注
釈
】
　
始
興
　
県
名
。
第
4
話
注
参
照
。
　
登
水
　
川
の
名

と
思
わ
れ
る
が
、
固
有
名
詞
と
し
て
は
不
明
。
雲
水
も
不
明
。

初
学
記
』
巻
七
引
『
始
興
記
』
　
に
は
、
「
室
泉
源
出
温
泉
。
」

/＼　　『

補
説
)
に
引
く
『
始
興
記
』
で
は
　
「
蚕
泉
」
を
　
「
重
水
」
　
に
作
る
)

と
記
す
。
　
湯
泉
　
温
泉
。
張
衡
　
「
東
京
賦
」
　
(
『
文
選
』
巻
三
)

に
　
「
温
液
湯
泉
、
黒
丹
石
綿
」
　
(
温
液
湯
泉
、
黒
丹
石
綿
あ
り
)

と
あ
る
。
　
細
赤
魚
　
『
御
覧
』
九
四
〇
は
　
「
細
赤
魚
」
　
の
項
目

に
こ
の
話
の
み
を
引
く
。
魚
の
固
有
名
詞
な
の
か
、
細
い
赤
い
魚

な
の
か
不
明
。

ご
し
こ

【
訓
読
】
　
始
興
の
重
水
の
源
に
湯
泉
有
り
。
霜
雪
に
至
る
毎
に
、

其
の
上
に
蒸
気
高
き
こ
と
数
十
丈
な
る
を
見
る
。
生
物
之
に
投
ず

れ
ば
、
須
輿
に
し
て
便
ち
熟
す
。
泉
中
に
常
に
細
赤
魚
の
出
遊
す

る
有
る
も
、
獲
る
者
有
る
美
し
。

【
訳
文
】
　
始
興
県
の
霊
水
の
源
に
温
泉
が
あ
る
。
霜
や
雪
が
降

る
た
び
に
、
そ
の
上
に
蒸
気
が
高
さ
数
十
丈
ま
で
立
ち
上
る
の
が

見
え
る
。
生
物
が
中
に
入
れ
ば
、
少
し
す
る
と
煮
え
て
し
ま
う
。

温
泉
の
中
に
は
い
つ
も
細
赤
魚
が
い
て
泳
い
で
い
る
が
、
取
る
者

は
い
な
い
。

【
補
説
】
　
　
『
初
学
記
』
巻
七
　
「
褒
山
場
」
　
の
　
「
遊
魚
」
　
の
項
に

引
く
『
始
興
記
』
に
も
、
「
靂
水
源
有
温
泉
。
湧
溜
如
沸
。
時
有

細
赤
魚
出
遊
、
莫
有
獲
者
。
」
　
と
あ
り
、
『
幽
明
録
』
　
の
記
述
と

似
て
い
る
。

『
御
覧
』
巻
七
一
の
　
「
温
泉
」
　
の
項
目
に
は
、
「
冬
月
、
未
至

敷
里
、
造
見
白
気
如
佃
。
」
　
(
冬
月
、
未
だ
至
ら
ざ
る
こ
と
数
里
、

遥
か
に
白
気
の
佃
の
如
き
を
見
る
。
盛
宏
之
『
荊
州
記
』
)
と
か
、

「
宜
陽
鯖
南
郷
有
温
泉
焉
。
以
生
難
卵
投
其
中
、
熟
如
真
也
。
」

(
宜
陽
鯖
の
南
郷
に
温
泉
有
り
。
生
の
難
卵
を
以
て
其
の
中
に
投

ず
れ
ば
、
熟
す
る
こ
と
簸
る
が
如
き
な
り
。
王
字
『
安
城
記
』
)

な
ど
の
似
た
記
述
の
話
が
見
ら
れ
る
。
『
初
学
記
』
巻
七
の
　
「
廣

山
湯
」
　
の
項
目
に
引
く
『
梁
州
記
』
　
に
も
、
「
其
熱
可
熟
難
子
。
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未
至
二
十
里
、
便
望
見
白
気
衝
天
。
」
　
(
其
の
熱
き
こ
と
難
子
を

熟
す
べ
し
。
未
だ
至
ら
ざ
る
こ
と
二
十
里
に
し
て
、
便
ち
白
気
の

天
を
衝
く
を
望
み
見
る
)
　
と
、
同
様
な
記
述
が
あ
る
。
鄭
晩
晴
注

に
温
泉
に
魚
が
い
る
話
と
し
て
引
く
『
太
平
裏
宇
記
』
巻
一
〇
九

の
　
「
南
郷
有
温
泉
。
以
生
難
卵
投
之
、
帥
熟
。
水
中
猶
有
魚
焉
ご

と
い
う
記
事
は
、
『
郡
国
志
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
『
御
覧
』
に
引
く
王
字
『
安
城
記
』
　
の
話
に
　
「
水
中
猶

有
魚
焉
」
　
(
水
中
猶
は
魚
有
る
が
ご
と
し
)
　
の
一
句
が
追
加
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

7
　
文
鯖
輔
山
有
温
冷
二
泉
①
、
同
出
一
山
之
足
②
。
雨
泉
接
源

③
、
相
去
敷
尺
。
熱
泉
可
真
難
豚
⑥
、
冷
泉
常
若
水
生
⑤
。
壁
流

敷
丈
而
合
、
倶
含
千
一
渓
⑥
。
〔
初
學
記
七
　
二
四
五
頁
)
、
(
一
四

六
貢
)
。
御
覚
七
十
二
　
※
鄭
晩
晴
輯
江
本
一
八
五
頁

【
校
異
】
　
①
「
有
」
、
初
學
記
七
　
二
四
五
貢
)
作
　
「
出
」
　
字
。

初
學
記
七
　
(
一
四
五
貢
)
　
引
比
句
耳
。
②
校
記
云
、
「
『
御
覧
』
引

有
此
句
。
」
　
初
學
記
七
　
(
一
四
六
貢
)
無
此
句
。
③
初
學
記
七
　
(
一

四
六
貢
)
無
　
「
雨
泉
」
　
二
字
。
④
校
記
云
、
「
『
御
覧
』
引
作
可
以

檎
難
。
」
　
(
今
御
覚
「
難
」
作
「
鶏
」
。
)
⑤
校
記
云
、
「
巳
上
亦
見
『

御
覧
』
七
十
一
生
字
授
補
。
」
　
「
冷
泉
」
、
鈎
沈
本
作
　
「
沐
泉
」
、

今
接
初
學
記
七
　
(
一
四
六
頁
)
、
御
覚
改
。
初
學
記
七
　
(
一
四
六
頁
)

無
　
「
生
」
　
字
。
此
句
以
下
、
御
覚
不
引
。
⑥
　
「
干
」
、
鈎
沈
本
作

「
於
」
、
今
接
初
學
記
七
　
(
「
四
六
百
)
改
。

【
注
釈
】
　
文
賭
　
漢
代
に
預
章
郡
に
置
か
れ
た
県
　
(
『
漢
書
』

地
理
志
上
)
。
今
の
江
西
省
修
水
県
の
西
に
あ
っ
た
。
　
熱
泉

温
泉
の
こ
と
。
『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
『
幽
明
録
』
　
の
こ
の
話
を

引
く
。
　
冷
泉
　
冷
た
い
わ
き
水
。
昭
明
太
子
　
「
答
晋
安
王
事
」

に
　
「
冷
泉
石
鏡
、
一
見
何
必
勝
於
博
聞
。
」
　
(
冷
泉
石
鏡
、
一
見

何
ぞ
必
ず
し
も
博
聞
に
勝
ら
ん
)
と
あ
る
。
昭
明
太
子
の
こ
の
句
、

『
大
漢
和
辞
典
』
は
温
泉
の
対
の
意
で
解
す
る
が
、
『
漢
語
大
詞

典
』
は
「
清
涼
的
泉
水
」
の
意
と
す
る
。
　
若
水
生
　
『
初
学
記
』

七
引
の
　
「
若
水
」
　
だ
と
、
冷
た
さ
が
氷
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
意

で
あ
る
が
、
「
生
」
　
字
を
つ
け
る
と
、
意
味
が
判
然
と
し
な
い
。
.

ご
と

今
　
「
氷
の
生
ず
る
が
若
し
」
　
と
読
み
、
氷
が
で
き
る
よ
う
な
冷
た

さ
で
あ
る
と
解
し
て
お
く
。

し

こ

も

　

　

　

　

ふ

も

と

【
訓
読
】
　
文
拓
の
輔
山
に
温
冷
二
泉
有
り
、
同
に
一
山
の
足

よ
り
出
づ
。
雨
泉
の
源
を
鞍
す
る
や
、
相
去
る
こ
と
敷
尺
な
り
。

ご
と

熱
泉
は
難
豚
を
簸
る
べ
く
、
冷
泉
は
常
に
氷
の
生
ず
る
が
若
し
。

壁
流
敷
丈
に
し
て
合
し
、
倶
に
一
演
に
合
す
。

【
訳
文
】
　
文
醇
の
輔
山
に
温
・
冷
の
二
泉
が
あ
り
、
と
も
に
一

山
の
麓
か
ら
わ
き
出
て
い
る
。
二
つ
の
泉
が
源
を
出
る
と
き
は
、

数
尺
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
温
泉
は
難
や
豚
を
煮
る
こ
と
が
で
き
、

冷
泉
は
氷
が
で
き
る
よ
う
な
冷
た
さ
で
あ
る
。
二
つ
の
泉
の
流
れ

は
数
丈
の
間
に
合
体
し
て
、
と
も
に
一
つ
の
谷
川
に
合
流
す
る
。

【
補
説
】
　
温
泉
で
難
や
豚
を
煮
る
話
は
、
『
華
陽
国
志
』
　
(
『
初

学
記
』
巻
七
　
「
礪
山
場
」
、
『
御
覧
』
巻
七
一
「
温
泉
」
　
引
)
、
『

呉
録
』
　
(
『
御
覧
』
巻
七
一
「
温
泉
」
　
引
)
　
に
見
え
る
が
、
冷
泉

に
関
す
る
話
は
、
見
あ
た
ら
な
い
。
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8
　
襲
邑
顆
南
瀬
郷
①
、
老
子
之
菖
郷
也
②
。
有
老
子
廟
③
、
廟

中
有
九
井
。
能
潔
齋
入
嗣
者
④
、
水
温
楕
随
人
意
念
⑤
。
〔
初
學

記
七
。
御
党
一
百
八
十
九
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
八
六
頁

【
校
異
】
　
①
「
南
」
　
下
、
御
覚
有
「
有
」
字
。
②
御
覚
無
此
六

字
。
③
御
覧
無
　
「
有
」
字
。
④
御
覚
無
　
「
能
」
　
「
入
」
　
二
字
。
⑤

御
覚
無
　
「
水
」
字
。

【
注
釈
】
　
裏
邑
癖
南
瀬
郷
　
裏
邑
県
の
南
の
瀬
郷
。
襲
邑
県
は

『
漢
書
』
地
理
志
上
、
『
後
漢
書
』
郡
国
志
三
と
も
に
陳
留
郡
に

属
す
。
今
の
河
南
省
推
県
。
た
だ
老
子
の
郷
里
に
つ
い
て
は
、
『

史
記
』
老
子
伝
に
、
「
老
子
者
、
楚
苦
醇
属
郷
曲
仁
里
人
也
。
」
　
(

こ

　

ら

い

老
子
は
、
楚
の
苦
県
属
郷
曲
仁
里
の
人
な
り
)
、
『
粒
南
子
』
脩

務
訓
　
「
南
見
老
聯
」
　
高
誘
注
に
　
「
老
職
、
老
子
、
字
伯
陽
、
楚
苦

栢
頼
郷
曲
里
人
。
今
陳
国
東
瀬
郷
有
詞
存
。
接
在
魯
南
、
故
日
南

見
老
子
恥
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
苦
県
と
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

苦
県
は
王
葬
の
と
き
「
碩
陵
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
(
『
漢
書
』

地
理
志
下
「
准
陽
国
」
)
。
『
後
漢
書
』
郡
国
志
二
　
「
陳
国
」
　
で
は
、

苦
県
の
下
に
　
「
有
頼
郷
。
」
　
と
記
す
。
『
史
記
会
注
考
証
』
　
に
　
「

層
、
頼
、
瀬
音
通
。
」
　
と
い
う
。
　
潔
齋
　
心
身
を
清
め
る
。
桓

譚
『
新
論
』
に
「
潔
齋
詞
祭
。
」
　
(
潔
齋
し
て
酪
祭
す
)
と
あ
る
。

温
滑
　
寒
暖
を
い
う
。
清
は
涼
、
冷
の
意
。
本
来
は
、
『
礼
記
』

曲
礼
上
の
　
「
凡
鳥
人
子
之
種
、
冬
温
而
夏
清
、
昏
定
而
晨
省
。
」

あ

た

た

　

　

　

　

　

　

　

す

ヂ

　

　

　

く

出

(
凡
そ
人
の
子
た
る
の
礼
、
冬
は
温
か
に
し
て
夏
は
活
し
く
、
昏

あ
し
た

に
定
め
て
農
に
省
み
る
)
　
に
基
づ
く
、
子
が
父
母
に
仕
え
る
礼

「
温
措
定
省
」
　
の
意
で
使
わ
れ
る
。
　
随
人
意
念
　
思
い
の
ま
ま

に
な
る
。
意
念
は
思
い
、
思
う
の
意
で
、
枚
乗
「
上
書
諌
呉
王
J

(
『
文
選
』
巻
三
九
)
　
に
　
「
惟
大
王
、
少
加
意
念
側
但
之
心
於
臣

た

乗
言
。
」
　
(
惟
だ
大
王
、
少
し
く
側
恒
を
意
念
す
る
の
心
を
臣
乗

の
言
に
く
わ
え
よ
)
　
と
あ
る
。

【
訓
読
】
　
嚢
邑
鯖
の
南
の
瀬
郷
は
、
老
子
の
菖
郷
な
り
。
老
子

ま
つ

廟
有
り
、
廟
中
に
九
井
有
り
。
能
く
潔
齋
し
て
入
り
て
弱
る
者
は
、

水
の
温
活
人
の
意
念
に
随
ふ
。

【
訳
文
】
　
襲
邑
県
の
南
の
瀬
郷
は
、
老
子
の
故
郷
で
あ
る
。
老

子
廟
が
あ
り
、
廟
の
中
に
は
九
つ
の
井
戸
が
あ
る
。
心
身
を
浄
め

て
廟
に
入
っ
て
祭
祀
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
水
の
寒
暖
が
そ

の
人
の
思
い
の
ま
ま
に
な
る
。

【
補
説
】
　
　
『
初
学
記
』
、
『
御
覧
』
と
も
に
こ
の
　
『
幽
明
録
』

の
後
に
、
『
瀬
郷
記
』
　
の
　
「
老
子
廟
中
有
九
井
。
汲
l
井
、
繰
井

水
皆
勤
。
(
御
覚
r
皆
」
作
「
並
」
)
」
　
へ
老
子
廟
中
に
九
井
有
り
。

一
井
を
汲
め
ば
、
余
井
の
水
皆
動
く
)
　
と
い
う
文
を
引
く
。
『
説

邪
』
　
(
巻
二
五
)
　
引
股
芸
『
小
説
』
で
は
、
両
者
を
合
体
し
て
　
「

裏
邑
醸
南
十
八
里
口
演
郷
。
有
老
子
廟
(
商
務
印
書
館
本
無
　
「
老
子

廟
」
三
字
)
、
廟
中
九
井
。
戎
云
、
毎
抜
一
井
、
而
八
井
水
倶
動
。

有
能
潔
齋
入
弼
者
、
須
水
温
、
帥
能
事
而
温
。
(
出
都
子
)
」
　
(
『

古
小
説
釣
沈
』
　
の
　
『
小
説
』
第
三
三
話
人
r
事
」
字
、
空
格
)
、
余

嘉
錫
『
股
芸
小
説
輯
証
』
未
収
、
周
拐
伽
輯
注
『
股
芸
小
説
』
第

三
九
話
)
　
と
記
す
。
梁
・
股
芸
が
東
晋
・
郭
澄
之
の
　
『
郭
子
』
　
(

『
古
小
説
鈎
沈
』
　
の
　
『
郭
子
』
に
は
未
収
)
　
か
ら
引
用
し
て
い
る
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の
で
、
『
幽
明
録
』
以
前
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
た
話
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
の
他
、
次
の
よ
う
な
も
の
に
似
た
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

0
『
晋
太
康
地
記
』

城
東
有
用
郷
詞
、
老
子
所
生
地
。
(
『
漢
書
』
地
理
志
下
　
「
推
陽

國
苦
鯖
」
　
顔
師
古
注
引
。
『
史
記
』
老
子
伝
張
守
節
正
義
引
作
　
「

苦
醇
城
東
有
渦
郷
詞
、
老
子
所
生
地
也
。
」
)

0
伏
沼
『
北
征
記
』

有
老
子
廟
、
廟
中
有
九
井
、
水
相
通
。
(
『
後
漢
書
』
　
郡
国
志
二

「
陳
國
苦
醇
」
　
劉
昭
注
引
)

0
『
古
史
考
』

有
曲
仁
里
、
老
子
里
也
。
(
『
後
漢
書
』
郡
国
志
二
　
「
陳
國
苦
鯖
」

劉
昭
注
引
)

0
『
括
地
志
』

苦
賄
、
在
宅
州
谷
陽
醇
界
。
有
老
子
宅
及
廟
、
廟
中
有
九
井
、
尚

存
。
在
今
老
州
眞
源
醇
也
。
(
『
史
記
』
老
子
伝
　
「
楚
苦
癖
属
郷

曲
仁
里
人
也
」
　
張
守
節
正
義
引
)

9
　
始
安
照
平
鯖
東
南
有
山
。
山
西
其
形
長
狭
、
水
従
下
注
培
、

一
日
再
減
盈
縮
。
因
名
鳥
　
「
朝
夕
塘
」
。
〔
御
覚
七
十
四
引
盛
弘

之
荊
州
記
注
云
幽
明
録
又
載
〕
　
※
鄭
晩
晴
輯
注
本
一
八
六
頁

【
注
釈
】
　
始
安
照
平
醇
　
始
安
郡
照
平
県
。
始
安
は
三
国
呉
の

時
代
に
置
か
れ
た
郡
名
。
今
の
広
西
壮
族
自
治
区
桂
林
市
。
無
平

県
は
今
の
広
西
壮
族
自
治
区
陽
朔
県
。
一
日
再
減
盈
締
一
目

に
二
回
減
り
満
ち
た
り
減
っ
た
り
す
る
意
で
、
一
日
に
二
度
水
量

の
増
減
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
　
朝
夕
塘
　
朝
夕
に
満
ち
引
き
す

る
池
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
鄭
晩
晴
注
に
、
「
朝
夕
」
は
「
朝
汐
」

と
同
意
だ
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J

【
訓
読
】
　
始
安
の
照
平
癖
の
東
南
に
山
有
り
。
山
の
西
は
其
の

よ

形
長
狭
に
し
て
、
水
従
り
て
下
り
塘
に
注
ぎ
、
一
日
に
再
び
減
り

て
盈
縮
す
。
因
り
て
名
づ
け
て
　
「
朝
夕
塘
」
　
と
鳥
す
。

【
訳
文
】
　
始
安
郡
照
平
県
の
東
南
に
山
が
あ
る
。
そ
の
山
の
西

側
は
細
長
く
て
狭
く
、
水
が
そ
こ
か
ら
流
れ
落
ち
て
池
に
注
ぎ
、

一
日
に
二
度
水
量
の
増
減
が
あ
る
。
そ
こ
で
　
「
朝
夕
塘
」
　
と
名
づ

け
ら
れ
た
。

【
補
説
】
　
　
こ
れ
は
、
『
幽
明
録
』
　
で
は
な
く
、
劉
宋
・
盛
弘
之

撰
『
荊
州
記
』
　
の
文
章
で
あ
る
。
『
御
覧
』
に
　
「
幽
明
録
又
載
」

と
い
う
注
記
が
あ
る
の
で
、
魯
迅
が
『
幽
明
録
』
に
採
録
し
て
い

る
。
盛
弘
之
に
つ
い
て
は
、
隋
志
に
　
「
荊
州
記
三
巻
末
臨
川
王
侍

郎
盛
弘
之
撰
」
　
と
あ
る
だ
け
で
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
劉
義
慶
が

臨
川
王
だ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。

(続)
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